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歯科の業界新聞において、「妊婦のフッ素暴露が ADHD（注意欠陥多動性障

害）に関連する」（日本歯科新聞（2018 年 10 月 23 日））、「フッ素の害作用はほ

とんど吸収されないフッ素イオンではなく、フッ化水素（HF）の作用であり脳

関門を通過する」（2018 年 11 月 16 日）、という内容の記事が出され歯科臨床や

行政の現場で不安の声がきかれます。しかし、むし歯予防のためのフッ化物応用

の安全性に不安はありません。記事の内容自体に誤解が含まれていますので解

説をします。 

 

 この記事で妊婦のフッ素暴露が ADHD（注意欠陥多動性障害）に関連すると紹介された

論文 1)は、メキシコで実施された妊婦の尿中フッ化物濃度と子どもの知能指数（IQ）の関連

性の研究の一環として報告されたものです。この研究は、「観察研究」に分類されるもので、

フッ化物摂取と IQ との関連性の可能性は示されていますが、因果関係を示すというもので

はありません。つまり、フッ化物摂取が直接の原因ではなく、フッ化物と IQ に共通する背

景因子（交絡因子）があるために見せかけの関連が認められている可能性があります。実際、

この研究では出産年齢、母乳栄養、妊娠期間、出生時体重、教育環境等の数多くの重要な交

絡因子が調べられていません。また、対象となった妊婦が飲用していた天然水の成分を調べ

ていないため、鉛、水銀、およびヒ素などの IQ に影響する重金属が含まれた水を飲用して

いた可能性を否定できません 2)。その他にも、当該論文には調査対象人数が少ないなど研究

手法に数々の問題点があります。 

 また、この記事で紹介されているもう 1 つの論文 3)は、カナダ・ヨーク大学の Christine 

Till 氏によるカナダでの臨床研究（対象人数=1556 人）で、水道水フロリデーション地域の

妊婦が、そうでない地域の妊婦に比べて尿中のフッ化物濃度が 2 倍高いことが示されたと

しています。しかしながら、この論文は ADHD と水道水フロリデーションの関連性につい

ての報告ではなく、妊婦の尿中のフッ化物濃度と水道水フロリデーションとの関連性を示

したものです。その研究をメキシコの論文と繋げて、あたかも水道水フロリデーションと

ADHD に関連性があるかのうように記述しています（下図）。 

 



 

図：今回の記事で紹介された内容と、紹介されていない事実 

 

 過去（2015 年）に Christine Till 氏は、Ashley J Malin 氏とともに Environmental Health

という雑誌に、水道水フロリデーションと ADHD に関連性があったと報告しています。し

かし、この研究では重要な交絡因子として家計所得のみしか考慮されていないという研究

手法上の問題がありました。そこで、Ken W. Perrott 氏が、両氏が利用したデータに ADHD

に関連する重要な交絡因子（標高や社会環境要因）を追加して再分析したところ、ADHD

と水道水フロリデーションに関連性は認められませんでした 4)。この理由として、標高が高

い場所に住んでいると低酸素状態になり、ドーパミン（ADHD との関連が報告されている

神経伝達物質）の量が増えるため、高い標高の居住者のほうが、低い標高の居住者に比べ

ADHD が少ないことが挙げられます 5)。こうした ADHD に関連すると考えられる重要な

因子を考慮せず水道水フロリデーションとの関連性を分析すると、Ashley J Malin 氏と

Christine Till 氏のように誤った結論を導いてしまいます。 

 水道水フロリデーションの安全性に関しては、米国国立研究評議会（National Research 

Council）6)や欧州の健康と環境リスク科学委員会 7)をはじめとして、イギリス 8)、アイルラ

ンド 9)、ニュージーランド 10)、オーストラリア 11)、スウェーデン 12)の国立機関がレビュー

を実施して、安全性を担保しています。また、アメリカ公衆衛生雑誌上で実施されたオープ

ンディスカッションでは、水道水フロリデーションの IQ に関する影響について、ニュージ

ーランドで実施された質の高い疫学研究 13)の結果を受けて、編集委員長である Morabia 医

師はフロリデーションが安全であることを結論づけています 14)。2018 年の米国国立環境健

康科学研究所（NIEHS）の支援を受けて環境科学専門チームが行った最新の動物実験研究



でも安全性が確認されています 15)。これらの国・保健専門機関のシステマティックレビュ

ー、研究では、一貫して“水道水フロリデーションの利用により、小児の知能指数（IQ）低

下や神経系統に悪影響はない”と結論付けられています 16)。 
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